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発
刊
に
あ
た
っ
て 

 
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
に
、
母
校
で
あ
る
土
佐
中
学
校
・
高
等
学
校
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
。
一
九
二
〇
年

（
大
正
九
年
）
の
創
立
時
に
は
母
校
を
含
め
て
高
知
県
下
の
私
立
中
学
校
は
四
校
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
九
〇
余
年
を
経
た
二
〇
一
四
年
現

在
で
は
、
中
高
一
貫
の
私
立
学
校
が
七
校
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。 

 

私
立
校
の
数
が
増
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
土
佐
中
高
そ
の
も
の
も
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
創
立
時
に
は
男
子
生
徒
二
五
名
の
み
の
入
学

で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
度
の
中
学
校
の
入
学
定
員
数
は
二
五
〇
名
で
あ
り
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
年
）
か
ら
は
男
女
共
学
制
と
な

り
、
二
〇
一
三
年
現
在
で
中
高
合
わ
せ
て
一
六
七
〇
余
名
が
在
校
し
て
い
る
。
男
子
生
徒
の
み
の
少
数
英
才
教
育
か
ら
、
今
や
男
女
共
学
の

大
規
模
校
と
な
っ
た
変
遷
を
「
土
佐
中
学
校
・
高
等
学
校
創
立
百
周
年
史
」
（
以
下
、
「
百
周
年
史
」
と
表
記
）
と
し
て
編
纂
・
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

近
年
、
教
育
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
が
激
変
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
で
役
立
つ
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
伝
達
技
術
の
急
速
な
進
歩
、
地
球
温
暖
化
な
ど
な
ど
。
親
や
社
会
が
学
校
教
育
に
求
め
る
要
望
も
様
変
わ
り
し
て
き

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
伴
っ
て
、
土
佐
中
学
校
・
高
等
学
校
も
単
に
大
学
へ
の
進
学
率
だ
け
で
な
く
、
そ
の
存
在
意
義
を
ま
す
ま
す

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
土
佐
中
高
な
ら
で
は
の
「
教
育
変
革
」
が
必
要
な
の
だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
創
立
百
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
、
創
立
以
来
の
歴
史
を
振
り
返
る
「
百
周
年
史
」
を
編
纂
す
る
の
は
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
「
温
故
知
新
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
歴
史
に
学
ん
で
こ
そ
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
構
築
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
二
〇
年
の
「
百
周
年
史
」
の
発
刊
に
向

け
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
の
参
考
資
料
と
し
て
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
「
向
陽
新
聞
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ーCD

」
を
編
纂
発

行
し
、
関
係
各
位
に
寄
贈
し
た
。 
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土
佐
中
高
な
ら
で
は
の
「
教
育
変
革
」
を
進
め
る
た
め
に
は
「
初
心
に
帰
る
」
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
土
佐
中
学
校
の
創
立

の
原
点
を
見
直
す
」
こ
と
が
不
可
欠
な
の
だ
。
そ
う
し
な
い
と
、
足
元
が
定
ま
ら
な
い
変
革
に
な
っ
て
し
ま
う
。
創
立
の
精
神
を
生
か
し
て

こ
そ
の
変
革
が
肝
心
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
土
佐
中
高
教
育
の
原
点
を
確
認
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
こ
こ
に
『
土
佐
中
學
校
創
立
基
本
資

料
集
』
を
編
纂
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の
資
料
集
で
は
、
母
校
創
立
の
い
き
さ
つ
、
特
に
創
立
者
で
あ
る
宇
田
友
四
郎
・
川
崎
幾
三
郎
両
氏
の
建
学
趣
旨
と
、
そ
の
意
向
を
汲

ん
だ
三
根
圓
次
郎
初
代
校
長
の
教
育
方
針
・
教
育
内
容
を
当
時
の
資
料
の
再
録
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
は
、
母
校
の
存
在
意

義
と
今
後
の
発
展
へ
の
方
向
を
検
討
す
る
基
本
資
料
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
閲
覧
困
難
で
あ
り
、
こ
の
小
冊
子
に
よ
っ
て
広
く
普
及
を
は
か

る
。
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
理
事
・
振
興
会
役
員
・
教
職
員
ば
か
り
で
な
く
、
卒
業
生
や
在
校
生
に
も
こ
の
資
料
に
目
を
通

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
私
立
校
と
し
て
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
考
す
る
次
第
で
あ
る
。
併
せ
て
「
百
周
年
史
」
編
纂
に
活
用
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

〔
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
会
長 

岡
林
敏
眞
・
三
二
回
生
〕 

        



— 3  —
3 

 

目
次 

 
現
代
語
訳
編 

一 

土
佐
中
学
校
の
設
立
（
『
宇
田
友
四
郎
翁
』
昭
和
十
四
年
よ
り
） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

4 

二 

幾
三
郎
翁
と
秀
才
教
育
土
佐
中
学
校
（
『
川
崎
幾
三
郎
翁
傳
』
昭
和
十
七
年
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

23 

三 

三
根
圓
次
郎
先
生
略
伝
（
「
三
根
先
生
追
悼
誌
」
昭
和
十
八
年
よ
り
） 

 
 
 
 

 
 
 

 

54 

四 

土
佐
中
学
校
要
覧 

（
昭
和
五
年
十
一
月
よ
り
抜
粋
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

62 
 

 

（
文
中
の
注
釈
、
ふ
り
が
な
は
編
集
者
に
よ
る
） 

 

原
文
編 

五 

土
佐
中
學
校
の
設
立
（
『
宇
田
友
四
郎
翁
』
昭
和
十
四
年
よ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

81 

六 

幾
三
郎
翁
と
秀
才
敎
育
土
佐
中
學
校
（
『
川
崎
幾
三
郎
翁
傳
』
昭
和
十
七
年
よ
り
） 

 
 

 
 

  

100 

七 

三
根
圓
次
郎
先
生
略
傳
（
「
三
根
先
生
追
悼
誌
」
昭
和
十
八
年
よ
り
） 

  
 
 

 
   

 

133 

八 

土
佐
中
學
校
要
覧 

（
昭
和
五
年
十
一
月
よ
り
抜
粋
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

142 
 

土
佐
中
學
校
創
立
基
本
資
料
集
解
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

163 
 

編
集
後
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

   
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

181 
 

181         163         142 133 100  81                        62  54  23   4


